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明日から冬季休業に入ります。

３年生にとっては受検前の貴重

な時間です。１、２年生にとっ

ては家族や親戚等と過ごす、こ

れまた貴重な時間になります。

いずれにしろ生徒たちにとって

充実した11日間になることを

願います。 

また、今年は平成から令和へ

と元号が変わり新しい世の中に

なりました。ラグビーのワール

ドカップで盛り上がった１年で

したが（野球も優勝したのです

が…）、中郷西中も「ＯＮＥ Ｔ

ＥＡＭ」で頑張ってきました。

保護者の皆様や地域の皆様に

は中郷西中学校の教育、PTA

活動、学校応援団の活動に御理

解と御協力をいただきましたこ

と、心から感謝申し上げます。 

 「徳育」が花開く  

先日、修善寺に住む方からこ

んな内容の電話がありました。

「自動車で自宅まで帰ろうとし

て、三島市の松本付近にさしか

かった時、自分たちの車の前を、

おじいさんが自転車で横切ろう

として、歩道との境の段差につ

まずき転倒してしまった。その

時、中郷西中の小林君という男

子生徒が走り寄り、自転車を起

こし、おじいさんを思いやるよ

うに『あぶないよ。』と優しく

声を掛けていました。今時珍し

く思いやりのある男の子でした。

自転車を起こした後もおじいさ

んに寄り添うようにして、声を

掛けていました。校長先生是非

褒めてあげ

て く だ さ

い。」もちろ

んその話を

聞いて私自

身もとても嬉しくなりました。

聞けばそのおじいさんは95歳

でやはり自宅に戻るところだっ

たそうです。このような思いや

りのある行動は、助けたおじい

さんだけでなく、それを見てい

た方の心を温かくしてくれたの

です。 

また、つい先週の話ですが、

３年生の村上さんが登校途中

でとても大切な物を拾い、学校

に届けてく

れました。幸

いその方と

連絡が取れ、

翌日には直

接本人に返すことができました。

見過ごしてしまえばそれまでの

ような小さな物でしたが、落と

した方にとってはとても大切な

物でした。拾った人が悪ければ

悪用されたかもしれません。大

切な物が返ってきた時、落とし

た方は何度も何度もお礼を言っ

ていました。また、拾ってくれ

た生徒さんにもくれぐれもよろ

しくと繰り返して言っていまし

た。 

12月になって2週連続でこ

のような出来事が続き、師走の

忙しさも冬の寒さも忘れて、し

ばし心が温まる思いをさせても

らいました。そんな中で、昨年

度だったか、車にぶつかって怖

くなって泣いていた小学生を、

本校の女子生徒が、優しく励ま

し、保護者が来るまで一緒にい

てあげたことがあったことを思

い出しました。 

「徳育」の実践～「困ってい

る人がいたら助ける」を掲げて

数年たちます。特に本年度は、

校訓にもある「助け合う」とも

絡めて４月から生徒たちに集会

の度に「困っている人がいたら

助ける」と言い続けてきただけ

にこれら些細な出来事が、校長

として本当に嬉しかったです。 

これも、保護者の皆様が毎朝

挨拶運動で生徒たちに声を掛

けてくださったり、「地域Ｖ．

Ｓ．活動」等で地域の皆様が生

徒たちを受け入れてくださった

りして本校の教育方針に御理

解と御協力をいただいたお陰だ

と思います。生徒たちの中に自

己肯定感が高まり、他を思いや

る優しい心が生まれていったの

だと思います。 

「徳育の実践」～「困っている人がいたら助ける」教育～実る！ 



 学年の壁を超えてその１  

11 月 22日（金）に３年生

の生徒と保護者を対象に「第２

回進路説明会」を開催しました。

今回は２年生の生徒もこの説明

会に参加し、進路指導主事から

の説明を聞きました。２年生に

もうすぐ最上級生になるという

自覚をもたせたいという２年部

職員の思いを３年部職員と共

有したのです。３年生とその保

護者は当事者として真剣に説

明を聴き、２年生はおぼろげな

がら進路に対する意識を、もう

すぐ３年生になるという意識を

高めたのではないでしょうか。 

 学年の壁を超えてその２  

12 月 12日（木）に２年生

が職場体験のポスターセッショ

ンを行いました。11月に実施

した職場体験についてまとめた

ものを発表するものです。この

ポスターセッションに１年生も

参加し、２年生の体験談等を聴

きました。２年生は１年生の前

で一生懸命話をし、先輩として

の自覚を高めたでしょうし、１

年生は２年生を尊敬の眼差し

をもって見ると共に、来年の自

分たちの職場体験に見通しをも

ったことでしょう。 

中学校はとかく学年毎に行

事を実施します。上記の二つの

取組は中西中のチームワークの

良さを象徴しているものです。

全職員で生徒の成長を願って

いる「ＯＮＥ ＴＥＡＭ」が形

になったものだと思います。 

 本物の武術に触れる  

静岡県の取組に、剣道の専門

家や合気道の専門家を派遣し

生徒の指導を行う事業がありま

す。中郷西中学校はこれに応募

し、２年生の女子を対象に御指

導をいただきました。 

１年生の時に授業で剣道は

体験しているとはいうものの、

最初は防具の片付けもままなら

ない様子でした。ところが最後

の方になると、当たり前のよう

に大きな声を出して打ち込む姿

が見られました。また、きちん

と正座し、てきぱきと道具を片

付ける姿には生徒たちの成長が

伺われました。 

剣道の授業が中心でしたが、

１時間だけ合気道の授業もあり

ました。模範演技の迫力に魅せ

られ楽しみながら基本動作や護

身術を学びました。どの指導も

理に叶っていて参観していてと

ても勉強になりました。 

「生徒たちが、指示したこと

を素直に一生懸命やってくれる

からとてもやりやすかった。」

という言葉をいただき、生徒た

ちの笑顔も見られこの事業に応

募して良かったと改めて感じま

した。御指導いただいた皆様本

当にありがとうございました。 


